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１ 研究の背景（目的）・主題設定の理由等 

 中央教育審議会答申(2016年12月)では、「これからの

時代に求められる資質・能力を育むためには、各教科等の

学習とともに、教科等横断的な視点に立った学習が重要で

あり、各教科等における学習の充実はもとより、教科等間

のつながりを捉えた学習を進める必要がある。」とし、生

徒が理科と他教科等を関連付けながら学習を行う必要性

を示している。  

 生徒が理科で学んだことと他教科の学びとのつながり

を捉え、各教科で学んだことを相互に活用したりする力を

育成するためには、どのような指導が必要なのだろうか。 

 学習科学における知識の転移についての先行研究を踏

まえると、理科と数学科を関連させた指導を行う際、教科

間の関連性を教員が一方的に指導を行うだけではなく、生

徒自ら関連性を見いだすまでの学習過程を認識させるこ

とが重要である。 

 本研究では堀(2013)が開発した一枚ポートフォリオ評

価(One Page Portfolio Assessment)を、理科と関連させ

る教科等の学習過程を組み合わせて記述できるようにし

たものとして開発した。そのシートを「つなげるＯＰＰシ

ート」と呼ぶこととする。「つなげるＯＰＰシート」を活

用することにより、生徒が理科と他教科等の学習過程をシ

ート上で振り返ることで、教科間の関連性に生徒自ら気付

き、関連付けて学習することができるようになるのではな

いかという仮説のもと、本主題を設定し研究を行った。 

２ 研究の内容・研究の方法 

 本研究で

は、堀(2013)

が開発した

ＯＰＰシー

トの機能を

応用して「つ

なげるＯＰ

Ｐシート」を

構想した。構

想図を図 1

に示す。 

 以上の構想をもとに、「つなげるＯＰＰシート」の基本

形（図２）を作成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒は単元開始前に、表面の②本質的な問い（学習前）に

ついて記述する。そして、授業で学んだことを裏面の③学習

履歴に記入していく。さらに、単元終了後に④本質的な問い

（学習後）について記述する。これを理科と他教科等の学習

で行い、最後に⑤学習後の振り返りにおいて、二つの教科を

通して学習したことを振り返って記述する。さらに、全ての

単元を学習した後、①学習タイトルを生徒がつける。 

「つなげるＯＰＰシート」を活用した授業をＡ中学校第３

学年82名を対象に行い、その効果を検証した。 

３ 研究の結果 
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 図１.「つなげるＯＰＰシート」の構造 筆者作成 

検証授業Ⅰ：数学科「y＝ａｘ２の関数」と理科「物体の運動」を関連 

            付ける学習 

 実施時期：2016年９月〜11月 

 

 図２.「つなげるＯＰＰシート」の基本形（実物はＡ3用紙の表裏に印刷 

    したもの） 筆者作成 

 



(1) 検証授業Ⅰと生徒の記述分析 

 生徒が「つなげるＯＰＰシート」の学習後の振り返りに記

述した内容を図３のように分類した。分類と記述例を示す。 

 

 

 

 

図３のように、82名中61名の生徒が、理科と数学科の学習

内容を自ら関連付けて記述していた。 

（図３中のⅰ） 

 

 

 

 

 

 一方で、９名が理科と数学科で学習したことを別々に記述

し（ⅱ）、12名はどちらかの教科で学習したことや、感想を記

述していた。（ⅲ） 

(2) 検証授業Ⅱと生徒の記述分析 

 

 

 

  検証授業Ⅱと同様に、生徒が「つなげるＯＰＰシート」に

記述した内容の分類と記述例を示す。 

 

 

 

 

 図４のように、82 名中65 名の生徒が、理科と保

健体育科の学習内容を自ら関連付けて記述していた。 

（図４中のⅰ） 

 

 

 

 

一方で、４名が理科と保健体育科で学習したことを別々に

記述し（ⅱ）、13名はどちらかの教科で学習したことや、感想

を記述していた。（ⅲ） 

(3) 授業前後の意識調査の結果 

 検証授業の前後に、今回

の学習における意識調査

を行った（図５,６）。 

 設問１、２の検証授業前

と、検証授業Ⅱのあとの平

均値に差があるかどうか

についてt検定を行ったと

ころ有意差がみられた。（設問1：t=12.325, df=81, p<.01、

設問2：t=12.007,df=81,p<.01） 

 生徒は理科と他教科の学習のつながりや関係性に対する意

識と、理科と他教科で学

んだことを相互に活用

しようとする意識がと

もに高まったと解釈す

ることができる。 

４ 研究の考察 

 「つなげるＯＰＰシー

ト」の記述分析、及び意

識調査の結果から、次の二点が明らかになった。 

(1) 「つなげるＯＰＰシート」が生徒の理科と他教 

 科を関連付ける意識を高めることに効果がある 

 理科と他教科の授業において、生徒が「つなげるＯＰＰシ

ート」に理科と他教科の学習過程を記述すると、生徒の理科

と他教科の関連付けの意識を高めることに効果があることが

明らかになった。 

(2) 「つなげるＯＰＰシート」が生徒の理科と他教 

  科の関連性に関する様々な解釈を促す 

 「つなげるＯＰＰシート」の記述分析から、生徒は理科と

他教科の授業で学習したことの関連性について様々な解釈で

関連付けを捉えていることが明らかになった。そのなかには

関連性に関する記述が少ない生徒がいた。その生徒が記述し

た「つなげるＯＰＰシート」を分析すると、理科と他教科の

学習過程において、内容の理解が不十分であったり、つまず

きが見られたりする箇所があった。また、学習後の本質的な

問いについて考えて記述する部分でも、授業前後の変容が見

られない記述もあった。そのことが理科と他教科の関連付け

や活用にまで至らなかった原因ではないかと考えられる。そ

のような生徒に対して、教師は「つなげるＯＰＰシート」を

活用することによって、生徒が各教科の学習過程において、

学習内容をどのように認知しているのかを把握し、それを個

別の指導や授業にフィードバックすることが必要であったと

考えられる。 

５ 今後の展望 

 前述した中央教育審議会答申が示すように、各教科等間を

関連付けた学習の充実が今後より一層必要となり、理科と他

教科等を関連付けたカリキュラムの検討や、様々な授業実践

が行われるであろう。 

 しかし、教師がそのカリキュラムや授業によって、教科等

間を関連付けた内容を生徒に指導するだけでは、生徒自身が

教科等間のつながりを捉えたことにはならないことを本研究

の結果が示している。 

  生徒が理科と他教科等を関連付ける学習を促すだけでなく、

本研究の結果が示すように、生徒たちが各教科等の学習過程

をどのように解釈し、更に教科等間をどのようにつなげるの

かを教師が把握することが必要である。そして、生徒が捉え

た教科等間のつながりを活かしながら、今後のカリキュラ

ム・マネジメントを行っていく必要がある。 

検証授業Ⅱ：理科「いろいろなエネルギー」と保健体育科「食生活と 

            健康」を関連付ける学習 

 実施時期：2016年11月〜12月 

 図３.検証授業Ⅰにおける学習後の振り返りの記述内容の分類と人数 

(n=82) 

 

生徒の記述例  

・坂道の上を物体が動いた時、時間と速さは比例しているので、物体が

坂道を下る時の速さが求められる。数学と理科を関連づけてみること

で、「比例」などの関係がわかった。斜面を下る時の時間と距離は「二

次関数」であることがわかったので、変化の割合（速さの増え方は）は、

進んだ距離／かかった時間で求められる。 

 

生徒の記述例  

・健康に過ごすためには、食生活や地球環境が整っていないといけない

とわかった。私の身近にあるものや、私自身もエネルギーを利用してい

ることを知った。自ら熱エネルギーを出したり、声で音エネルギーを出

したり、運動することでカロリーも使われていく。 

 

 図４.検証授業Ⅱにおける学習後の振り返りの記述内容の分類と人数 

(n=82) 

 

 図４.設問1に対する平均値の変化 

(n=82) 

 

 図６.設問2に対する平均値の変化 

(n=82) 

 



 


